
















   

中村 伊南沙  

大学院数理科学研究科 特任助教 

 2013 年 11 月 1 日付けで本研究科付属連携基盤センターの生命動態システム科学推進拠点事業「転写の機構解

明のための動態システム生物医学数理解析拠点（iBMath）」の特任助教に着任いたしました。学位取得後 1 年間

本研究科の特任研究員をした後、2 年間京都大学数理解析研究所の GCOE の研究員を、またその後 1 年半余り

は学習院大学で日本学術振興会の特別研究員をしておりました。この度思いがけなく本研究科に戻ることになり、

大変嬉しく思っております。 
専門はトポロジーで、特に結び目理論を、結び目の中でも特に曲面結び目について研究しています。3 次元空間

内への円周の埋め込みが 1 次元の結び目ですが、4 次元空間内への閉曲面の埋め込みが曲面結び目です。曲面結

び目の中でも特に 2 つの 1 次元のブレイドから定まるような特殊な形をしたものについて、その基本群、カンド

ルコサイクル不変量や結び目解消数などの不変量を 1 次元のブレイドの不変量を用いて研究しています。また、

2 次元ブレイドを用いた曲面結び目のサテライト化などに取り組んでいます。 
iBMath では、DNA 配列から蛋白質のもととなる mRNA を産生する細胞の過程である転写過程の運動状態を解

析するということで、トポロジーや結び目理論を役立てたいと思っています。 
研究に、そして教育に、これまで以上に励みたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

   

 

中西 真理子  事務補佐員 

平成 25 年 10 月 1 日より、図書室で事務補佐員としてお仕事させていただいております中西です。図書室の

仕事を通して、数理の皆さんのお役に少しでも立てることができましたら幸いです。秋に産休から復帰される神

子さんに無事にバトンタッチできることを願いつつ、あと半年精一杯努めたいと思いますので、引き続きご指導

賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 
 
吉村 理沙 事務補佐員 

2 月 1 日付けで採用となりました、吉村 理沙と申します。早く仕事に慣れ、皆様のお役に立てるよう一生懸

命頑張ります。大学で勤務するのが初めてですので、なにかとご迷惑をおかけすると思いますが、ご指導のほど

よろしくお願い申し上げます。 

  

古野 博子 事務補佐員 
12 月 1 日付で、数理教務係に採用されました古野と申します。これまで JAXA(旧 NASDA 技術試験衛星)や

理研(次世代スパコン)、NII(グリッドリサーチ等)で秘書業務及び事務全般を担当してまいりました。研究室では

折に触れて学生と接する機会もございましたが、大学勤務は初めてですので新鮮な気持ちで毎日を過ごしており

ます。慣れないこと、とまどうこともありご迷惑をおかけしておりますが、日々努めてまいりたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

 
数理科学研究科の公開講座が平成 25 年 11 月 23 日に本

研究科大講義室にて開催されました。今年度からは数物

フロンティア・リーディング大学院による公開講座とな

りました。今回は『円と球の解析学』というテーマで、

その名の通り、円や球にまつわる解析学についての講演

が行われました。坪井俊研究長からの開会の挨拶の後、

本研究科の平地健吾教授、田中仁特任助教、片岡清臣教

授らが講演を行いました。『エッシャーの作図法』、『アル

キメデスが気に入っていた不思議な関係』などのキーワ

ードも飛び出し、解析学と幾何学の交叉する講演に、242

名の聴衆がスクリーンに映し出される興味深い図形に注

視し、熱心に耳を傾けていました。当日は駒場祭の最中

で、天気にも恵まれたこともあり大変盛況でした。今年

度も駒場祭実行委員会に協力して頂き、講演者の顔写真

入りの立派な立て看板を駅前に設置して頂きました。 

（教授 高山茂晴） 

 
 

 
平成 25 年 11 月 22 日～24 日に行われた駒場祭で数学科

の展示が行われました。代表者の岩井雅崇さん（数学科

3 年）に企画の内容や感想等を記していただきました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今回の駒場祭で数学科初の学部学科展示を数学科 3 年の

有志で行いました。前々から数学科の学部学科展示が五

月祭や駒場祭で行われていなかったので、やってみると

面白いと思い今回の展示を企画しました。 

駒場祭では主に冊子の配布、展示、発表の 3 つを行いま

した。冊子には数学科有志による数学

の話や数学者の偉人伝、エッセイ等が

書かれていて、その冊子を来場者に無

料配布しました。展示は数学者の写真

や位相空間をわかりやすく説明したも

のや正多面体などが飾っており、駒場

祭に来られた参加者の人も楽しんでい

ました。また、数学科生による数学の

発表も行いました。発表には多くの人

が訪れ、そして熱心に数学の話を聞い

ていました。 

今回の駒場祭での数学科初の学部学科

展示は多くの方が来られ、そして来場

者に数学のことや数学科では何をやっ

てるのか等、数学科や数学に関するこ

とをお伝えでき、大変嬉しく思ってい

ます。 

 

 

平成 25 年 10 月 27 日（日）、28 日（月）に、玉原国際

セミナーハウスの環境整備の一環として、ペンキ塗りが

実施されました。玉原国際セミナーハウスは、冬季期間

中（11 月中旬～5 月上旬迄）積雪のために閉鎖しており、

ペンキ塗りは冬籠りの前に毎年実施しているものです。

玉原地区はかなりの積雪があり、玉原国際セミナーハウ

スの建物には雪囲いを行っていますが、ログハウス形式

で建設されているため、木材の中に水分（雪）が浸食す

ると破裂します

ので、冬籠りの

前のメンテナン

ス、いわゆるペ

ンキ塗りは最も

重要な作業とな

っております。

今回は、坪井研

公開講座 

駒場祭・数学科の展示 

玉原国際セミナーハウスペンキ塗り 

配付された冊子 

展示・正多面体 

発表の様子 

講演の様子 

壁面のペンキ塗り作業 



究科長、楠岡副研究科長及び寺杣先生に加え、教養学部

等事務部の各課から 11 名の協力をいただき、総勢 14 名

の教職共同で実施されました。第 1 日目は季節はずれの

台風 27・28 号の影響を受けて、生憎、雨天となりまし

たので翌日の準備作業を行いました。第 2 日目は台風一

過の快晴に恵まれ、ペンキ塗りは無事終了しました。今

回の作業も怪我等もなく、今年度の玉原の環境整備を全

て完了しました。この 2 日間の環境整備で、普段会話す

る機会の少ない教員と事務職員が共同作業を行い、親睦

を深めることができました。（数理科学総務係 富山三弘） 

 

平成 26 年 1 月 29 日(水)に、第 21 回留学生交歓会を開催

ました。 

参加者は 52 名で、留学生、日本人学生、教職員の他、

たくさしんの外国人研究員やビジターにお越しいただき

ました。留学生の紹介とスピーチをはさみながら、和気

藹々とした雰囲気の中で食事歓談が続き、研究科長の進

行による恒例のビンゴ大会が始まると会場はさらに盛り

上がり、午後 8 時に閉会しました。参加者の皆様、景品

をご寄付いただいた皆様、どうもありがとうございまし

た。 

（国際交流室 中村章子） 

 

 

 

 

 

 

新井仁之教授が、2013 年度日本応

用数理学会論文賞（JJIAM 部門）

を受賞されました。 

日本応用数理学会では、応用数理

とその応用、実用の発展を奨励す

ることを目的として、1994 年度か

ら優秀な論文に論文賞を設けてい

ます。 

[受賞理由]  

 身の回りの現象を数学の言葉を用いて記述し、数学的道

具が使える基盤を整える数理モデリングは、応用数理の

新しい対象分野を開拓するための基礎的で重要な作業で

ある。 本論文は、著者らが考案した単純かざぐるまフレ

ームレットを基礎にして、画像を分解するフィルタバン

クを構成し、それを幾何学的錯視の数理モデルとみなし

て錯視メカニズムの数理的解明に応用したものである。 

本論文における大きな貢献は次のものである。 一つは、

大脳皮質 V4 野の神経科学的かつ数学的な考察から、新

しい錯視のクラスである双曲型錯視を発見したことであ

る。 もう一つは、数学的方法を用いてフラクタル螺旋錯

視(新井・新井、2007)ならびに双曲型錯視の錯視成分を

特定し、それが錯視成分、逆錯視成分、混合成分からな

ることを明らかにしたことである。 これらの成分をもと

の画像から選択的に除去することにより、錯視の除去、

錯視の強化など錯視量の制御に成功している。 本論文は、

視知覚と錯視の研究に数学的方法の有効性を示すことに

よってこの分野に新しい研究方法を提案するものであり、

応用数理の発展に大きく貢献するものであると評価でき

る。 ～日本応用数理学会ホームページより一部抜粋～ 

 

 

 

 

 

2013 年度日本応用数理学会 
論文賞（JJIAM 部門） 

 

新井仁之教授 

作業後にセミナーハウス前にて 

留学生交歓会 



 

 
河野俊丈教授が、2013 年度日本数学会幾何学賞を受賞さ

れました。 

幾何学賞の授賞は、微分幾何学、位相幾何学や代数幾何

学を含む広い意味での幾何学の研究において、 目覚まし

い業績、長年にわたる重要な業績の累積、 また著書等に

よって後進へのよき指針を与えたこと等を対象にしてい

ます。 

[受賞業績]  

幾何学的量子表現に関する一連の研究  

[受賞理由]  

河野氏の幾何学的量子表現に関する一

連の研究の中でも、特に KZ 方程式の

研究において、彼は配置空間の基本群

であるブレイド群からのモノドロミー

が量子群で記述できることを発見し、その表現からノッ

トの量子不変量を導くという、その後の様々な研究の先

駆けをなす目覚ましい仕事をされました。 彼はこれをさ

らに発展させて、一般種数のリーマン面のモジュライ空

間上の射影的平坦なベクトル束のホロノミーの量子群に

よる具体的記述も与えましたが、この結果は Konsevich

により提唱された Topological Quantum Field Theory

の枠組みの最初の重要な仕事ともなっています。   ～

日本数学会ホームページより一部抜粋～ 

 

 

 
浜向直氏（日本学術振興会特別研究員、

2013 年 9 月博士後期課程修了）が、第

4 回日本学術振興会育志賞を受賞しま

した。 

[研究課題]  

結晶成長現象とハミルトン・ヤコビ方

程式 

この賞は、勉学や研究に励んでいる若

手研究者を支援・奨励するための事業の資として、陛下

から御下賜金を賜り、将来、我が国の学術研究の発展に

寄与することが期待される優秀な大学院博士後期課程学

生を顕彰することで、その勉学及び研究意欲を高め、若

手研究者の養成を図ることを目的に平成 22 年度に創設

され今回が第 4 回となります。 

 

 

 

パリの大気汚染が問題となっているらしい。３月半ば

の週末に車の規制が行われた。実験的な試みなのだと思

うが、地下鉄等の交通機関を無料にするという計らいは

合理的なものだ。それを知らずにパリに到着した。駅員

によると「今日は只」の一言なので、改札が開いたまま

とはいえ、素通りするのは何か引っかかる。とはいえ、

誰もがそうしているので、「郷に入れば」で、従うしかな

い。  

研究者の倫理が話題になっている。研究課題が複雑に

なり、分野の細分化も進み、過去の研究結果を知らない

という事態は現実には起き得るので、事後対応が適当で

あれば、それを咎めるつもりはないが、意図的な情報操

作には厳格に対処すべきである。出典を隠したコピペに

は驚愕したが、過去にプライオリティの侵害にあった経

験から、今回のことは妙に腑に落ちるところがあった。

つまり、このような行動に平気な研究者がいるというこ

と、そのメンタリティーが全く理解できなかったのだが、

実は一部の分野ではそれがかなり広がってしまっている

ということを知った。 

 機械論は信じないが、いっぽうで、たとえば証明する

スキルの獲得は、部分的には、学習理論的に解釈できる

だろう。そのロジックの源泉が何か絶対的な理性なるも

のに完全に委ねられるというのは無理がある。そうでな

ければ間違った証明（オペレーショナルリスク）は存在

しないだろう。意識するかどうかは別にして、行動規準

の獲得における経験則は否定できない。何が重要な課題

かという判断規準も相対的である。 

 マスコミを賑わしている一件については、擁護派は当

事者が正しい規範を学習する機会がなかったという。こ

の説明は受け入れられない。「郷に入れば」という経験則

を受容する行動規準自身が経験則かもしれず、それを疑

う理性？が求められるのだろうか。 

 

広報委員長 吉田朋広  

数理ニュース編集局 金子道子 

 

＊一部写真を割愛しています。 

2013 年度日本数学会幾何学賞 

第４回日本学術振興会育志賞 

浜向直氏 


